
当
直
体
制
見
直
し
な
ど 

救
急
車
受
け
入
れ
体
制
強
化

東
京
都
八
王
子
市
の
医
療
法
人
社
団
Ｋ

Ｎ
Ｉ
北
原
国
際
病
院
は
脳
神
経
疾
患
に
重

点
を
置
く
急
性
期
病
院
。
救
急
患
者
を
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
受
け
入
れ
、
専
門

性
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
る
。
同
法

人
は
同
院
の
ほ
か
同
市
内
に
北
原
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
脳
ド
ッ
ク
等
の
検

査
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
北
原
Ｒ
Ｄ
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
も
ち
、
脳
神
経
疾
患
の
予
防

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
を
見
据
え
た
退
院

後
の
ケ
ア
ま
で
一
体
的
に
展
開
し
て
い
る
。

北
原
国
際
病
院
に
は
８
人
の
常
勤
医
師

（
脳
外
科
専
門
医
5
人
、
血
管
内
専
門
医
１

人
、神
経
内
科
指
導
医
１
人
、救
急
医
１
人
、

循
環
器
内
科
医
１
人
）が
在
籍
。
こ
れ
ま
で

脳
神
経
外
科
で
あ
り
な
が
ら
年
間
２
０
０ 

０
件
前
後
の
救
急
車
を
受
け
入
れ
て
き
た

が
、
夜
間
の
受
け
入
れ
窓
口
が
一
本
化
さ

れ
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
数
年
前

か
ら
救
急
車
応
需
率
が
低
下
、
２
０
１
４

年
３
月
に
は
67
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

そ
こ
で
、
同
年
６
月
よ
り
、
救
急
受
け
入

れ
体
制
の
改
革
に
着
手
し
た
。

夜
間
の
救
急
車
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い

て
は
、
事
務
職
員
の
当
直
を
廃
止
。
そ
の

代
わ
り
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
を
充
て
、
医
師
１

人
、
看
護
師
１
人
、
検
査
科
１
人
、
放
射

線
科
１
人
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
１
人
で
の
当
直

体
制
を
整
え
た
こ
と
で
、
救
急
患
者
対
応

の
際
の
人
手
不
足
を
緩
和
し
た
。

「
搬
送
さ
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
の
な
か
に

は
、
要
介
護
度
の
高
い
方
や
、
飲
酒
後
の
深

酔
い
で
暴
れ
て
し
ま
う
方
な
ど
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
当
直
し
、
事

務
職
員
の
業
務
を
含
め
て
対
応
す
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
も
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
救
急

車
応
需
率
上
昇
の
一
因
と
な
り
ま
し
た
。
何

よ
り
、
救
急
隊
か
ら
の
要
請
に
は
ど
の
よ
う

な
状
況
だ
ろ
う
と
原
則
断
ら
な
い
と
い
う

体
制
を
構
築
し
ま
し
た
」と
同
院
救
急
部
長

の
吉
田
浩
貴
医
師
は
話
す
。

加
え
て
、
新
た
に
救
急
隊
か
ら
の
外
線

専
用
の
回
線
を
設
置
。
患
者
受
け
入
れ
要

請
が
入
っ
た
際
、
こ
れ
ま
で
は
昼
夜
問
わ

ず
医
事
課
職
員
が
外
線
を
受
け
救
急
看
護
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北原国際病院では、当直体制の変更、救急隊からの外線専用の回線の新
設などの救急受け入れ体制の見直しにより、2014年３月には67％にま
で低下していた救急車応需率を15年３月には97％に回復。脳神経疾患
の勉強会や懇親会の機会を設けながら救急隊との関係構築も深めてい
る。

医療法人社団ＫＮＩ
北原国際病院
東京都八王子市大和田町1-7-23
TEL:042-64501110
URL:http://www.kitaharahosp.com/honnin/
診療科目 :脳神経外科、循環器内科、神経内科、精神
科
病床数 : 110床（ICU：8床）
職員数 :510人（2015年現在）

人が集まる仕組みを明かす

救急受け入れ体制強化で
応需率約95％まで回復

脳神経疾患の専門医療を提供
医療法人社団KNI
北原国際病院

1

撮影＝関口 宏紀

(C) 2016 日本医療企画.



師
と
医
師
を
介
し
て
受
け
入
れ
可
否
の
指

示
を
仰
い
で
い
た
が
、
平
日
夜
間
と
土
日

に
は
救
急
看
護
師
の
Ｐ
Ｈ
Ｓ
に
直
接
連
絡

が
入
る
よ
う
に
変
更
。
看
護
師
が
空
床
の

確
認
と
患
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
速
や
か
に

行
い
、
受
け
入
れ
可
否
の
判
断
を
自
ら
行

う
こ
と
で
、
受
け
入
れ
に
か
か
る
時
間
を

短
縮
し
、
応
需
率
を
向
上
さ
せ
た
。

「
新
設
し
た
専
用
回
線
は
放
射
線
科
、
検

査
科
な
ど
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
各
部
署
に
も

つ
な
が
っ
て
お
り
、
救
急
看
護
師
が
対
応

で
き
な
い
時
は
、
い
ず
れ
か
の
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
が
対
応
し
ま
す
」（
吉
田
救
急
部
長
）

併
せ
て
、
院
内
の
空
床
確
保
の
た
め
の

ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
注
力
。
８
床

あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
１
日
２
床
を
空
け
ら
れ
る

よ
う
先
々
を
見
据
え
て
調
整
し
、
毎
週
木

曜
日
に
は
北
原
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
の
職
員
と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

転
院
予
定
患
者
の
情
報
を
共
有
。
患
者
の

ス
ム
ー
ズ
な
転
院
に
つ
な
げ
て
い
る
。

顔
の
見
え
る
関
係
を 

救
急
隊
と
構
築

同
院
は
、
救
急
隊
と
の
関
係
構
築
に
も

力
を
注
ぎ
、
互
い
の
顔
の
見
え
る
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
で
信
頼
感
を
深
め
、
同
院

で
対
応
可
能
な
救
急
患
者
の
確
実
な
搬
送

に
つ
な
げ
て
い
る
。
八
王
子
消
防
署
の
救

急
隊
に
対
し
て
は
、
年
に
数
回
、
同
院
と

職
員
が
交
流
す
る
懇
親
会
も
開
催
す
る
。

「
救
急
隊
か
ら
は
、『
脳
外
科
や
整
形
外
科

と
い
っ
た
多
発
外
傷
の
患
者
の
受
け
入
れ

先
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
』な
ど
の
悩

み
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
場
の
救

急
隊
員
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
そ
れ
に
対

し
当
院
が
ど
の
よ
う
な
改
善
が
出
来
る
か

を
検
討
し
て
い
ま
す
」（
吉
田
部
長
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
15
年
３

月
の
救
急
車
応
需
率
は
97
％
に
ま
で
回
復

し
た
。

関
連
会
社
と
し
て
株
式
会
社
Ｋ
Ｍ
Ｓ
Ｉ

を
有
し
、
医
療
の
海
外
展
開
な
ど
医
療
保

険
内
に
と
ど
ま
ら
ず
多
様
な
事
業
を
実
施

し
て
い
る
北
原
病
院
グ
ル
ー
プ
。
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
同
院
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活

か
し
、
今
後
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ

く
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。

「
救
急
受
け
入
れ
体
制
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
取
り
組
み
で
あ
る
程
度
の

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
む

八
王
子
市
の
地
域
ニ
ー
ズ
を
よ
り
深
く
把

握
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
生
活
サ

ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
こ
れ
ま
で

の
医
療
の
枠
を
超
え
た
形
で
、地
域
の
方
々

の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
」と
、
同
院
広
報
部
の
亀
田
佳
一
担

当
責
任
者
は
話
す
。

の
勉
強
会
の
機
会
を
設
け
、
吉
田
救
急
部

長
自
ら
同
院
の
提
供
し
て
い
る
医
療
の
特

徴
や
救
急
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
説
明
。

事
務
職
員
を
含
め
た
同
院
職
員
と
救
急
隊
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1医療の国際展開にも力を入れる同院。救急外来にも研修生の姿がある
2患者や家族がくつろぎやすいように配慮されている院内
3救急隊向けに疾患別の講習会を定期的に開催
4「脳卒中はいかに早く治療を開始できるかが重要」と話す吉田浩貴救急部長
5「看護師の採用活動にも力を入れています」と話す救急外来チーフの荻沼久
美子看護科副科長
6「地域住民からのニーズをさらに把握し独自のサービス提供につなげたい」と
話す亀田佳一担当責任者
7「救急受け入れ体制の見直し後、病院の総収益の増加も見られました」と話す
医事課の川守田作基子氏
89救急隊からの情報を記載するメモは、看護師用（8）とより詳しい確認項目
が印刷されたコメディカル用（9）の２種類を常備

234

(C) 2016 日本医療企画.




